
令和６年度 施設関係者評価及び自己評価について 
学校法人青い鳥学園 

認定こども園晃望台幼稚園 
 
１．園の教育目標 
 教育理念：「あらゆる可能性を秘めた幼児期に出来るだけ多くの経験を」 
 教育目標：「育ての心として、三つの心を育てる」 
      １．思いやりの心 
      ２．誠の心 
      ３．研鑽の心 
 
２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した評価の具
体的な目標や計画 

青い鳥学園のパーパスとして「優しく幸せな未来のために」を掲げ、優しく幸せな 
未来を築く人を育てる為に、常に「言葉」「行動」「立振る舞い」は正しいか、子ども 
の育ちに役立っているか常に自問自答する。また評価項目に沿って自己点検、自己評 
価を実施することで、保育者自らが客観的に自園を見る目を養い、環境全般の改善、 
保育内容や保育方法の改善に主体的に取り 組んでいくことを目標とする。また、学 
校関係者評価を受けて課題を確認し、その改善に取り組む。  
 
３．自己評価（職員評価） 

 
 
 



 
・日々の消毒の他に用途に応じた方法を理解し行っている。（コロナ、インフルエンザ、風
邪予防対策と嘔吐物処理対策の違い等） 子どもたちにも手洗いや手指消毒の大切さを伝
え実践し身についている。 

 

 
・日々の点検の他に専門業者にも委託し行っている。 
 

 



 
・子どもたちが集中して遊びが継続できるようにするために考えている 
 

 
・今年度から、子どもたち同士で話し合い作り上げていく行事にしている。 
 

 
・療育施設と連携し、その子に合わせた関わりをしている。さらに特別支援に対する環境
を整えて、資格を取るなど、専門性のある保育をめざしたい。 



 
・誰もが希望する研修を受けられる環境にある。 
 

 
 

 
・保護者とは細かい伝達など連携できている。地域に関しては移転して 1年のためこれか
らさらに広く作り上げていこうと思う。 

 



 
 
その他 

・子どもの接し方はもちろん、行事についても理解できた。これからもより良い保育がで
きるように努力していきたい。 
・子どもたちと関わるときには、子どものモデルとなり行えているか？意識し保育に携わ
っている。 
・ 職員間では、うまく人間関係を築くことができるよう気を配り、相談にのり、話を聞
くようにしている。 
・事務的な業務に関しては、効率よく行うために ICT を習得するべきであると考えてい
る。 

 
 
４．施設関係者評価 

 
 
 
 



 
 

 
 

 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 
 
 
 



 
 

 
 

 
 
 


